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ARES-G3™ レオメーター
ポリマー溶融試験

ポリマーは、溶融加工時には粘性液体として挙動し、最終製
品としては硬い固体へと変化するため、加工および性能を最
適化するには、伸長粘度、ポリマー溶融レオロジー、動的機
械分析（DMA）を用いた完全な特性評価が必要です。 これ
ら三つの分析機能を一台に備える Discovery™ ARES-G3 
レオメーターは、研究グレードの解析およびポリマーの品質
管理に特化した設計となっています。 新しく専用設計された
ハードウェアと Fast Frequency Chirps による高速化技
術により、ポリマー溶融試験を加速し、 市場の他の装置より
も少ない補正で結果を提供します。

ポリマー特性評価 
業界唯一¹のforce-

rebalanced 
transducer （FRT）が、デー
タ補正を最小限に抑えて測定

を行います。

先進的な separate 
motor and 

transducer（SMT）技術に
より、より広い測定条件にお

いて高次元のデータ精度を実
現します。

二つ目のモーターを必要とせ
ず、曲げ、引張、圧縮試験など 
DMA の完全な機能を備えて

います。 

位相角測定や波形データの
生データにアクセスできるた
め、信頼性の高いデータが得

られます。

高速かつ正確な測定 
新しいタッチスクリーンによ

り、装置本体で実験を完全に
制御できます。

二つのガンヒーターを備えた
高速応答で正確な酸素除外

環境により、ポリマー溶融およ
び複合材料の信頼性の高い試

験が可能です。 

完全統合された Fast 
Frequency Chirps 

は、Optimally 
Windowed Chirps 

（OWCh）を用いたエンドツ
ーエンドのワークフローによ
り、ポリマー溶融 QC テスト
を最大 80% 高速化します。

更新されたキーパッドにより、
インスツルメントヘッドの移動
や実験開始など、一般的な操

作を容易に行えます。
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材料分析： なぜポリマーレオロジーが重要なのか？
ポリマーレオロジー測定は、プロセス性や構造解析に不可欠な分子量解析および粘度プロファイルを支えます。 新しいポリマーを
開発する場合、処方を変更する場合、あるいは{2}一貫した効率的な製造のための{1> {1}マスターバッチを開発する場合でも、ポ
リマーレオロジーは材料の構造を理解し、ポリマー開発における成功を支援します。 着色剤、プロセシングエイド、酸化防止剤な
どの配合変更も、材料の粘度、弾性、流動挙動に大きく影響し、押出安定性から製品寿命、機械的耐久性に至るまで影響を与え
ます。 ポリマーは非ニュートン流体であり、時間、温度、機械的力によって変化するため、さまざまな条件下でのレオロジー特性評
価は、製造の最適化および最終性能の予測に不可欠です。 

測定 
加工性の理解
ポリマーの分子量は粘度に大きな影響を与え、分子量分布
や分岐の程度はせん断速度依存性に影響します。 これらの
違いは、メルトフローインデックスやキャピラリー装置では実
現できない低せん断速度で最も顕著に現れます。 ARES-G3 
レオメーターは、広範囲のせん断速度にわたって高解像度か
つ正確な粘度測定を取得できるよう独自に設計されており、
静止状態の分子構造から圧縮成形、押出成形、高せん断のブ
ロー成形および射出成形まで、全範囲を特徴づけることがで
きます。  

業界唯一²の真の separate motor and transducer 
（SMT）がサンプルをモーターから完全に隔離し、他の
装置では見逃される可能性のある微細な変化を明らか
にします。 SMT は固定された force rebalanced 
transducer（FRT）によって駆動され、純粋で歪みのない測
定を提供し、研究者が実際の加工条件下で subtle なレオ
ロジー挙動を探究する自信を与えます。

ポリマー構造の把握 
ARES-G3 レオメーターは、貯蔵弾性率（G’）と損失弾性率

（G’’）を測定することで、遷移挙動、分子量、分子量分布を
明らかにします。 分子量は押出安定性の判断、および押出後
に欠陥が残るか滑らかな表面へ戻るかの評価に特に重要で
す。以下のような周波数スイープは分子量分布が一定（狭い）
か変動（広い）かを示し、バッチ間の一貫性確保に不可欠で
す。 従来 10 分かかった試験も、新しい Fast Frequency 
Chirps 技術により 1 分以内に短縮され、製造の高速化に対
応できます。 

ゼロせん断粘度 べき乗則領域

時間–温度重ね
合わせ

（TTS）で範囲拡張

振動と
Cox-Merz
則による範囲
の拡張

1 2 3 4

1. 分子構造
2. 圧縮成形
3. 押出
4. ブロー成形と射出成形
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ポリマー溶融レオロジーの概要と加工への応用
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長期的な挙動の予測
マスターカーブは、貯蔵弾性率と損失弾性率を一つにまとめ、
装置で測定しにくい高低周波領域の長期挙動を予測します。 
新しい Fast Frequency Chirps 技術は、速度とデータ密
度を飛躍的に向上させ、レオロジー周波数スイープに革新を
もたらします。 これらの高速周波数スイープにより、ランプ型 
TTS マスターカーブが可能となり、実験を数時間／数日から 
1 時間未満へ大幅に短縮します。
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ポリカーボネートの温度スイープ

アクセサリ概要
伸長粘度 
伸長レオロジーによりポリマー構造を深く理解し、分岐を検
出します。

高速周波数チャープ
高速化されたマスターカーブ生成により、ポリマーの長期挙動
をより迅速に評価できます。

動的 機械分析（DMA）モード
ポリマー溶融の特性評価にとどまらず、ガラス転移温度や固体
状態での構造挙動の評価にも対応します。

コーン および分割プレート
エッジフラクチャーの影響を受けずにより高いせん断速度に
アクセスできます。

伸長粘度
高速周波数チャープ

動
的

 機
械分析（DMA）モード コ

ーン および分割プレート
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